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自然エネルギーから電力を生産し、永続的に淡水資源

を確保することができます！！ 

 

シーズ名 砂漠化防止・砂漠緑化を支援する 

熱電素子を利用した多段式造水装置

こんなことが出来ます！ 

【従来の問題点】 

可動部があるコンプレッサでは、構造が

複雑になる。砂塵による故障が多くなる。

化石燃料の消費を伴うエネルギー使用

により、淡水を取得している。 

【解決したポイント】 

熱電素子（ペルチェ素子）を壁面に取り

込んだ多面体流路を形成し、水蒸気凝

縮部をカートリッジ構造とした。 

自然エネルギーを活用する。 

発明者からのメッセージ

技術の概要 
①熱電素子を利用した世界初の造水装置である。 

②空気中の水分を凝縮する方法を採用している。 

③乾燥地における風力発電や太陽光発電によって生産した電力を用いて、ペルチェ素子による冷却

面を作り出し、その冷却面で大気中に含まれる水蒸気を凝縮し淡水を取得する、砂漠化防止・砂漠緑

化支援技術パッケージである。 
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造水装置と風力・太陽光発電装置からなる

砂漠化防止・砂漠緑化支援技術パッケージと

して、製品化を考えています。 

沙漠地域をもたない我が国において、砂漠

化防止に係わる技術の製品化および事業化

は極めて独創的であり、世界的産業へ育つ魅

力を秘めています。 
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